
運 転 支 援 機 能 に 関 す る 媒 体 毎 の 表 示 事 項 ・ 方 法 等 一 覧 
 

【表示事項】 ➞ 運転支援機能の性能や機能の内容に関する説明表示、機能が作動する条件や作動しない条件。ただし、広告において、スペース等の関係により、全て表示できない場合は、少なくと 

も、以下の①から④の要素を全て含む内容を表示するものとする。 

 
 
 

 新聞、チラシ広告への表示例  

カタログ 

（Ｗｅｂを含む） 

＜表示例１＞ 

新 聞、チ ラシ、Ｗｅｂ（カタ

ログ除く）、ＤＭ等の広告 

＜表示例２、３＞ 

テレビＣＭ、インターネット動画 

＜表示例 4、5＞ 

バナー広告 

＜表示例 6＞ 

店頭 PR ツール 

(横断幕､ﾉﾎﾞﾘ等) 

＜表示例７＞ 

ラ  ジ  オ 

＜表示例８＞ 

 
運転支援機能を搭載している旨を表示した場合 

 

 

 

 

 

 

  

「被害軽減ブレーキが作動する」旨を表示した場合 

表示事項 
の省略等 

◆上記表示事項を全て表示。ただし、

複数頁や箇所に機能を装備する旨等

の表示を行う場合で、説明や注意喚

起等を、近接箇所に全て表示できな

い場合は、少なくとも「詳細は●ペ

ージを確認されたい。」、「詳細はこち

らをクリック。」等を表示 

◆上記表示事項を全て表示。ただ

し、全て表示できない場合は、少

なくとも、上記表示事項の①か

ら④の要素を全て含む内容を表

示 

◆「運転支援機能には限界があります。」及び 

「安全運転を心掛けてください。」又は「詳し

くはＷｅｂ又は店頭で。」を表示 

◆220 ピクセル×75

ピクセル以下の場合、

「リンク先ホームペ

ージを確認されたい」

旨を表示 

◆「運転支援機能には

限界があります。」 

及び「安全運転を 

心掛けてください。」 

又は「詳しくは店頭

で」を表示 

（同左） 

表示箇所 
等 

◆運転支援機能に関する表示の近接箇

所に一体として視認できるよう表示 
（同左） ◆機能を表示する映像に合わせて表示 

◆運転支援機能に関す

る表示の近接箇所に

一体として視認でき

るよう表示 

（同左） 
◆ＣＭ内で音声で 

表示 

◆複数頁や箇所に機能を装備する旨等

を表示する場合は、詳細に記載した

頁や箇所を確認するよう促す対応も

可 

 ◆画面の下部に表示 

◆詳細については、リ

ンク先を確認するよ

う促す対応を行う 

  

文字の 
大きさ、
表示面積､
表示時間
等 

◆８ポイント以上 

（Ｗｅｂは８ポイント相当以上） 
（同左） 

◆画面全体の４分の１以上の表示面積を使用

し、表示面積の４分の３以上のスペースを

使用し、バランスよく文字を配置 

◆１行あたり最大１５文字、２秒以上 

◆単独機能について２秒以上表示する場合

は、映像を表示している間、または４秒以

上、複数機能について２秒以上表示する場

合は、映像を表示している間、または１機

能あたり２秒以上表示 

◆音を入れる又は画面上にマークを入れる 

◆８ポイント以上 

（Ｗｅｂは８ポイン 

ト相当以上） 

（同左） 

◆聴取者が認識でき 

るよう、可能な限 

り表示時間を確保 

強調表示 
との 

バランス 

◆同一又は著しく異ならない大きさ （同左） （同左） （同左） （同左）  

◆強調表示した文字の３分の１（最低８

ポイント）以上の大きさ 
（同左） （同左） （同左） （同左）  

文字間･行間 

の余白､背景 

との対照性 

◆文字間及び行間の余白を空ける （同左） （同左） （同左） （同左）  

◆背景を無地にし、その色とは対照的な

色の文字で表示する 

◆背景を無地としない場合は、文字が明

瞭に認識できるよう、無地に近い背景

に、見やすい色で表示するとともに、

文字を大きくする、太くするなどの対

応を行う 

（同左） （同左） （同左） （同左）  

用語の使用に 
 

関する制限 

「自動ブレーキ」、「自動（被害軽減） 
ブレーキ」等の用語 

◆使用不可 

◆「衝突被害軽減ブレーキ」等の用語を

使用 

（同左） （同左） （同左） （同左） （同左） 

「自動運転」の用語 
◆使用不可 

◆運転支援機能・技術であることがわか

る用語を使用 

（同左） （同左） （同左） （同左） （同左） 

「自動で停止」、「ぶつからない」、「つい
ていく」等の断定的な用語等 

◆使用不可 （同左） （同左） （同左） （同左） （同左） 

            

①「運転支援機能のため、機能には限界がある」旨、②「路面や天候等の状況によっては作動しない場合がある」旨、③「機能を過信せず安全運転を心掛けられたい」旨、 

④「詳しくは店頭又はＷｅｂを確認されたい」旨など、詳しい情報の入手方法 

 

 衝突被害軽減ブレーキ搭載！ 

 

 

 

 

 

緊急時に被害軽減ブレーキが作動 

●●●アシストシステム搭載！ 

 

 

 

 

 

※ドライバーの運転支援を目的として 

いるため、機能には限界があり、路面や

天候等の条件によっては作動しない 

場合があります。機能を過信せず、安全

運転を行って下さい。詳しくは店頭 

又はＷｅｂをご確認下さい。 

※ 

※ 

※の表示例（少なくとも上記表示 

事項の①から④の要素を全て含 

む内容を表示） 

資料３－１ 



     
条 件 付 自 動 運 転 機 能 に 関 す る 媒 体 毎 の 表 示 事 項 ・ 方 法 等 一 覧  

 

【表示事項】 ➞ 「条件付自動運転車（限定領域）」又は「条件付自動運転機能（限定領域）」の呼称、条件付自動運転機能の作動範囲、機能の内容に関する説明、機能の作動条件（ＯＤＤ：運行設計   
領域）・作動しない条件、「システムによる運転の継続が困難になった場合は、ドライバーが運転操作を引き継ぐ必要がある」旨など。 

ただし、広告において、スペース等の関係により、全て表示できない場合は、少なくとも、以下の①から③の要素を全て含む内容を表示するものとする。 
 
 
 
 
 

 新聞、チラシ広告への表示例  

カタログ 

（Ｗｅｂを含む） 

＜表示例１＞ 

新 聞、チ ラシ、Ｗｅｂ（カタ

ログ除く）、ＤＭ等の広告 

＜表示例２＞ 

テレビＣＭ、インターネット動画 

＜表示例３＞ 

バナー広告 

＜表示例４＞ 

店頭 PR ツール 

(横断幕､ﾉﾎﾞﾘ等) 

＜表示例５＞ 

ラ  ジ  オ 

＜表示例６＞ 

 
条件付自動運転機能を搭載している旨 

を表示した場合 

 

 

 

 

 

 

  

 

表示事項 
の省略等 

◆上記表示事項を全て表示。ただし、

複数頁や箇所に機能を装備する旨等

の表示を行う場合で、説明や注意喚

起等を、近接箇所に全て表示できな

い場合は、少なくとも「詳細は●ペ

ージを確認されたい。」、「詳細はこち

らをクリック。」等を表示 

◆上記表示事項を全て表示。ただ

し、全て表示できない場合は、少

なくとも、上記表示事項の①か

ら③の要素を全て含む内容を表

示 

◆条件付自動運転機能の作動範囲及び「条件付

自動運転車（限定領域）」、または、「条件付自

動運転機能（限定領域）」の呼称、「システム

による運転の継続が困難になった場合は、 

ドライバーが運転操作を引き継ぐ必要が 

ある」旨 

◆（同左） 

◆220 ピクセル×75

ピクセル以下の場合、

「リンク先ホームペ

ージを確認されたい」

旨を表示 

◆（同左） 

◆「詳しくは店頭で」

を表示 

 

 

 

（同左） 

表示箇所 
等 

◆条件付自動運転機能に関する表示の

近接箇所に一体として視認できるよ

う表示 

（同左） ◆機能を表示する映像に合わせて表示 

◆条件付自動運転機能

に関する表示の近接

箇所に一体として視

認できるよう表示 

（同左） 
◆ＣＭ内で音声で 

表示 

◆複数頁や箇所に機能を装備する旨等

を表示する場合は、詳細に記載した

頁や箇所を確認するよう促す対応も

可 

 

◆「システムによる運転の継続が困難になっ

た場合は、ドライバーが運転操作を引き継

ぐ必要がある」旨は、画面の下部に表示 

◆詳細については、リ

ンク先を確認するよ

う促す対応を行う 

  

文字の 
大きさ、
表示面積､
表示時間
等 

◆８ポイント以上 

（Ｗｅｂは８ポイント相当以上） 
（同左） 

◆画面全体の４分の１以上の表示面積を使用

し、表示面積の４分の３以上のスペースを

使用し、バランスよく文字を配置 

◆１行あたり最大１５文字、２秒以上 

◆単独機能について２秒以上表示する場合

は、映像を表示している間、または４秒以

上、複数機能について２秒以上表示する場

合は、映像を表示している間、または１機

能あたり２秒以上表示 

◆音を入れる又は画面上にマークを入れる 

◆８ポイント以上 

（Ｗｅｂは８ポイン 

ト相当以上） 

（同左） 

◆聴取者が認識でき 

るよう、可能な限 

り表示時間を確保 

強調表示 
との 

バランス 

◆同一又は著しく異ならない大きさ （同左） （同左） （同左） （同左）  

◆強調表示した文字の３分の１（最低８

ポイント）以上の大きさ 
（同左） （同左） （同左） （同左）  

文字間･行間 

の余白､背景 

との対照性 

◆文字間及び行間の余白を空ける （同左） （同左） （同左） （同左）  

◆背景を無地にし、その色とは対照的な

色の文字で表示する 

◆背景を無地としない場合は、文字が明

瞭に認識できるよう、無地に近い背景

に、見やすい色で表示するとともに、

文字を大きくする、太くするなどの対

応を行う 

（同左） （同左） （同左） （同左）  

用語の使用に 
関する制限 

「自動ブレーキ」、「自動運転」、「完全自
動運転」や「安全」等の断定的な用語 

◆使用不可 （同左） （同左） （同左） （同左） （同左） 

         

①条件付自動運転機能の作動範囲及び「条件付自動運転車（限定領域）」、または、「条件付自動運転（限定領域）機能」の呼称、②「システムによる運転の継続が
困難になった場合は、ドライバーが運転操作を引き継ぐ必要がある」旨など、③「詳細はＷｅｂ又は店頭で確認されたい」旨など、詳しい情報の入手方法 

 

 ●●●システム搭載!! 

 

 

 

 

 

※●●●システムは、高速道路渋滞時 

での条件付自動運転機能（限定領域）の

ため、システムによる運転の継続が 

困難になった場合は、ドライバーが 

運転操作を引き継ぐ必要があります。

詳しくはＷｅｂ又は店頭でご確認くだ

さい。 

※ 

※の表示例（少なくとも上記表示 

事項の①から③の要素を全て含 

む内容を表示） 

資料３－２ 


